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                          ２０１１年(H23)０１月２０日 

 

１． 序 

   南街・桜が丘地域で２０１０年(H22)１２月２０／２２日にデジサポ東京西(総務省 東京 

都西テレビ受信者支援センター様）の御協力により当該市域の主要地点１６箇所で地デジ電波

の電界強度優先等の測定を行ったので、その測定結果及び関連技術資料を含め以下報告する。 

 

２． 測定の実施主要目的 

   当該地域は現状においてケーブルテレビ会社のマイテレビ社の有線ケーブル網の設置工事が

終了し、既にVHF波(現在のアナログ波)及びＵＨＦ波(地デジ波)の双方を見る事が出来るが、

本年の７月２５日以降にマイテレビ社の有線ケーブル網で地デジ波を見る場合は 

￥８４０。－／月の支払いが必要となる。 

この為、今後ＵＨＦ波用のアンテナを新規に設置する家庭が増加するとも考えられるが、そ

の際に南街・桜が丘地域で現在の電界強度の測定結果から、アンテナ設置時にどの程度の設置

費用が必要か、その目安価格を調査する為に実施した。 

   この調査結果を当該地域居住者へ報告して今後の参考資料として利用してもらう予定である。 

 

３． 測定結果からの当該地域の地デジ電波環境 

   測定データに基づく測定結果の詳細は本紙の８項で報告するが、当該地域１６箇所での測定  

結果として、当該地域は親和自治会の東側（東京都住宅供給公社高層住宅による影響で、この 

地域は当該公社が電波障害地域として認定／保障済み）の一部を除き、他の地域はほぼ良好に 

地デジ電波を受信出来る地域である事が判明した。 

 

４． 設置するＵＨＦアンテナ 

   ８項の検討結果の通り当該地域は一部地域を除き地デジ波の電波障害の少ない地域と言える

が、３階建ての建築物直下の西側等では電波障害の発生は皆無ではないと推定される為、この

様な環境の方はアンテナ設置時にアンテナの工事業者と充分に調整が必要である。 

 

   今回の地デジ電波の電界強度から一般的には、 

● アンテナ；２０素子標準タイプ 

● ブースター；地デジ電波を増幅する機器（増幅度３０～４０ｄB） 

（テレビを何台接続するかによって価格が相違する） 

● 屋根上に設置（標準的には２～３ｍ程度の高さ） 

   が標準的な形となる。 

   無論付近の建築物の環境状況により、この仕様より更に高性能の機器を必要とする場合も 

ある。 
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 (1)  アンテナ設備価格 

    東大和市の大型電気店での標準的な販売価格として、 

   ● アンテナ(２０素子)       ；¥ 9,000.-- 

● ブースター(電波を増幅する機器) ；¥28,000 

；¥11,800.-.- 

● 屋根設置用の足        ； ¥1,500.- 

● ポール            ； ¥1,500.- 

● ケーブル(15m)           ； ¥3,700.- 

● コネクター等         ； ¥1,000.- 

  -------------------------------------------------------------------------- 

        合計金額           ；¥44,700～¥28,500.- 

 

 (2)  工事費 

    アンテナ設置状況により大きく異なるが、 

                     ；¥10,000.-～20,000.- 

    程度は必要と考えられる。 

 

 (3)  設置合計金額（あくまでも目安であるが） 

    上記アンテナ機器第及び工事費を合計すると、約¥40,000.-～¥70,000.-程度の金額は 

    必要となる。但し屋内配線での追加工事があれば更に追加料金が発生する。 

 

５． 南街地域の地デジ波対応履歴状況 

   地デジ波対応に関しては南街・桜が丘地域防災協議会の一事業として取り組みを平成２１年

当初から開始したが、その後南街公民館と共同事業として取り組みを開始した。その経緯は 

以下の通りである。 

5.1 対応基本方針 

   (1)  初期の対応方針 

本地域は現在ＶＨＦ放送に対して、東京都住宅供給公社の高層住宅建設により平成 

８年に電波障害地域に指定された為、東京都より共聴アンテナ網(有線)の供給があり、

各家庭からアンテナが無くなり、地域全体としてアンテナの無い地域となっている。 

これは防災上の大変好ましい環境の為、可能なら「ＵＨＦ(地デジ波)においてもアン

テナの無い地域を目指したい」とした。 

（本件は以降、弊方と関係機関と精力的に共聴アンテナ無償供給地域として継続して欲し

い旨の交渉をしたが、最終的にＵＨＦでは当該地域は電波障害地域から外れる為、一部

地域を除いて「親和自治会東側」共聴アンテナ無償供給地域から外された） 

 

 (2)  共聴アンテナの継続 

      東京都の共聴アンテナはＨ２２年１０月に中止され、代わってケーブルテレビ会社（マ

イテレビ社）が回線を新規に設置した。新規回線の各家庭への引き込み設置費用は東京

都供給公社が負担して、住民の負担はなかった。この処置により当該地域の殆どの住民

は地デジ難民にならないと考えられる 

     （但しケーブルテレビ回線の使用料は現在無料であるが、本年７月２５日以降は 

￥８４０．－／月の有料となる） 

    ●  上記(1)から(2)に至るまで公民館／自治会と関連機関と独自の調整開始し、結論に

至る迄に約一カ年を要した(南街公民館の「街づくり懇談会」事業として、地域の防災
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協議会と連携して活動を行った) 

   (3)  新たな取り組み（今回の取り組み）の検討 

      今後ＵＨＦのアンテナを立てた場合の基本的な工事費用の目安を地域の住民に提示す

る為、地域主要個所（１６か所）で電界強度を測定しその結果を本紙に指針として出し

た。 

  

   (4)  最終系の選択 

      下記の３種がある。住民はこのいずれかの選択をする必要がある。 

    (a) アンンテナの設置 

    (b) ケーブルテレビの利用(JCNマイテレビ)   各々の問い合わせ先は 

    (c) ブロードバンド(光回線業者)の利用      以下の通り 
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    (5) 単独ビル等での対応 

       地デジ化により下図の通り個別対応が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6)  地デジに関しての総合的な質問 

    以下に問い合わせをする事。 
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 5.2 工事費及び使用料金比較 

   上記5.1(4)項「最終系の選択」で  

(a) アンンテナの設置 

    (b) ケーブルテレビの利用(JCNマイテレビ)    

    (c) ブロードバンド(光回線業者)の利用       

   とたが、これらの工事費及び使用料金等の比較は下記の通りとなる。 

 

  (a)  アンテナ設置の場合 

     アンテナ設置の初期費用（約¥40,000.-～¥70,000.-）以外の費用発生は無い。 

     アンテナの設置工事も建物により大きく相違するので工事に際しては工事屋と 

    充分に調整をする必要がある。 

ただしこの価格はアンテナの設置(一次側)に関しての工事費のみで、テレビ受信機の 

増加及び屋内配線（二次側）の追加変更等の工事が発生した場合は追加の費用発生がある。 

 

     アンテナ設置の場合は天然の災害(台風／地震)等でアンテナが損傷した場合は自身 

    での修理が必要となる。又１０数年経過後は老朽化による交換が必要となる。 

 

  (b)  ケーブルテレビの利用(JCNマイテレビ) 

     昨年９月迄に各戸への接続工事が完了しているので、このまま地デジを見る事が出来る。 

     この為、今後接続工事費の初期費用等の発生は無い。 

     但し回線使用料として、￥８４０．－／月 

      が必要となる。 

     回線のメンテナンスはマイテレビ側で実施するので、この点での心配はない。 

 

  (c)  ブロードバンド(光回線業者)の利用 

     基本的にインターネットの利用している方が対象となる。  

     価格的には以下の通りである。（但し無料期間はH23年１月現在のキャンペーンで 

    将来とも無料ではない） 

 

    (c)1 インターネット接続関連費用 

       下記の通りとなる。 
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    (c)2  テレビ接続関連費用 

        下記の通りとなる。 
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5.3 取り組み経過 

    取り組みは防災協議会で、平成２１年の年頭から開始していたが、住民への具体な説明会

等は以下の通りである。 

(1) H21年１１月１２日；南街公民館（市役所主催） 

       説明者；総務省 東京西テレビ受信者支援センター 

    

   (2) H21年１１月；南街公民館 

       南街公民館で南街地域の地デジ対応に関して「街づくり懇談会」 

      事業として防災協議会と連繋して取り上げ事とした。 

 

(3) H21年１１月２８日；南街公民館主催（街づくり懇談会） 

       説明者；総務省 東京西テレビ受信者支援センター 

 

(4) H22年 05月26日；南街公民館主催（街づくり懇談会） 

     説明者；東京都住宅供給公社担当員 

    

   (5) H22年 06月２３日；南街公民館主催（街づくり懇談会役員） 

     説明者；ケーブルテレビ担当員との予備打ち合わせ 

 

(6) H22年 07月02日；南街公民館主催（街づくり懇談会） 

     説明者；ケーブルテレビ担当員／工事業者担当員 

 

(7) H22年 10月28／29日；南街公民館（市役所主催） 

説明者；総務省 東京西テレビ受信者支援センター 

 

(8)  地域の電界強度測定（１６箇所実施）(H22年 11月～１２月) 

     (a) 現状測定済み 

       １１／２；一か所 

       １１／１１；二か所 

     (b) 新規測定日程（１３箇所測定） 

       １２／２０、２２日の両日 
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６． ＵＨＦアンテナ及び関連機器事項 

  6.1  基本的な受信システム 

     各家庭でUHF 等のアンテナを設置するに当たり基本的な受信システムの一例を下図に

示す。 
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 6.2 主要アンテナ関連機器 

  (1)  アンテナから分配器までの関連機器は以下の通りである。 
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  (2) 壁面のテレビ端子から受信機までの関連機器は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 17 

 (3)  地デジアンテナの種類 

      南街地区は電波等からの距離が遠く下図の弱電界地域に当たる。この為、使用する  

アンテナは２０エレメント以上の仕様品（普及型の仕様品でほぼ問題ない）を使用を 

勧める。価格的には約¥7,000～¥19,000程度の開きがある。 

 

    

                 普及型     高性能型       超高性能型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 18 

   (4) ７５Ω同軸ケーブル 

      屋内配線用には下記の３種類の同軸ケーブルがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 太さによる性能一覧 
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   (5)  混合気(ミキサー) 
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   (6) 分配器（分岐器） 
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   (7)  分波器 
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  (8)  ブースタ 
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７． 簡易受信調査結果 

   当該地域をデジサポ東京西が、地上デジタル波のNHK総合チャンネルを簡易受信で調査を

行った地図を「付図１」として添付する。本地図は新規にアンテナ設置の際、一応の目安とし

て使用して欲しい。但し本紙８項の実際のポイントでの測定結果から、南街地域はほぼ問題 

ない電界強度レベルと推定出来る。 

    ● 付図１；地上デジタル放送「簡易受信調査結果」（本紙対応ページ；７１ページ） 

           （東大和市南街２７ch(NHK総合)） 

 

８． 地デジ電波電界強度測定結果 

 8.1 測定ポイント明細 

  8.1.1 測定ポイント地図 

    １６か所の測定ポイント詳細は付図２による。 

    ● 付図２；南街・桜が丘地区測定ポイント詳細（本紙対応ページ；７２ページ） 

 

  8.1.2 測定ポイント住所 

     測定ポイントの住所は下記による。 

                                         付表 

    (1)  Point１；南街５－５４－２     ；栄二自治会地域          ； １ 

    (2)  Point2 ；南街６－３０－６   ；末広一／二自治会地域       ； ２ 

    (3)  Point3 ；南街６－１１－２   ；末広二自治会地域         ； ３ 

    (4)  Point4 ；南街５－３８－１   ；栄三自治会地域          ； ４ 

    (5)  Point5 ；南街１－２２－６   ；大和通／親和／協和二自治会地域  ； ５ 

    (6)  Point6 ；南街２－８５－２   ；協和二自治会地域         ； ６ 

    (7)  Point7 ；南街１－３３－２   ；親和自治会地域          ； ７ 

    (8)  Point8 ；南街１－１２－２５  ；東和自治会地域          ； ８ 

    (9)  Point9 ；南街２－２１－１   ；協和三、光が丘自治会地域     ； ９ 

    (10) Point10；南街３－２２－１   ；光が丘自治会地域         ；１０ 

    (11) Point11；南街３－５６－５   ；新海道／光が丘自治会地域     ；１１ 

    (12) Point12；南街５－９１－２   ；栄一丁目自治会地域        ；１２ 

    (13) Point13；桜が丘１－１４９－１０；プラウドシーズン東大和      ；１３ 

    (14) Point14；南街５－６－１    ；栄三丁目自治会地域        ；１４ 

    (15) Point15；南街１－３９－１３  ；大和通り／協和一自治会地域    ；１５ 

    (16) Point16；南街２－４０－４   ；協和三自治会地域         ；１６ 

   

 8.2 測定結果の数字 

    添付の付表１～１６「受信状況調査結果表」による。 

     ● 付表１～１６；受信状況調査結果表（本紙対応ページ；７４～８９ページ） 

 

 8.3 測定結果に基づく考察 

   (1) 基本３種の数字 

     下記の３種の数字の確保が重要である。この数字が確保されていれば地デジ電波はほぼ

受信が可能となるが、環境条件で大きく異なる場合も散見される。 

     ● BER        ；２ｘ１０－４以上 

     ● MFR(C／N比)    ；２０db以上 

     ● 受信レベル（端子電圧）；４０dbμV以上 
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   (2)  測定Point別評価 

      １６か所の測定結果から南街地域は一部の地域を除きほぼ良好な映像が確保出来る 

地域と言えるが、当該地域は東京タワーから３０kmの距離があり、電波強度の 

弱地域の為、全く受信出来ない地域一か所（Point7）及び多少品質の悪い地域 

一か所（Point14）が存在した。周囲環境（東側に背の高い建物が存在する） 

によっては映像品質が確保出来ない場合も更にありうる為、今回の測定結果は各  々

のPointでの傾向値として捉え、あくまでも参考値として欲しい。 

      尚南街地域は「MXテレビ」の受信環境の悪い地点の多い事が判明した。 

      測定結果の詳細のデータは付表１～１６を参照の事。 

      又測定状況及びそのコメントは次ページ以降を参照の事。 

    (a) Point1； 

 全チャンネンル良好に受信出来る事を確認 

    (b) Point2； 

 全チャンネンル良好に受信出来る事を確認 

    (c) Point3； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認 

    (d) Point4； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認(MXを除く) 

    (e) Point5； 

 全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 

    (f) Point6； 

 全チャンネンル良好に受信出来る事を確認 

    (g) Point7； 

  殆どのチャンネンルが良好に受信出来ない事を確認（アンテナでの対応不可地域） 

  （この地域は東京都住宅供給公社の高層住宅の影響地域として 

    認定され処置対応済みである） 

    (h) Point8； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 

    (i) Point9； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 

    (j) Point10； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認 

    (k) Point11； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 

    (l) Point12； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 

    (m) Point13； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認 

    (n) Point14； 

      アンテナ６ｍ、ブースター無でNHK以外は受信出来るので、アンテナの高さの 

調整とブースターの設置をすればNHK総合も正常に受信出来る可能性がある。 

    (o) Point15； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 

    (p) Point16； 

  全チャンネンル良好に受信出来る事を確認（MXを除く） 


